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平成23年2月24日 
京 丹 後 市 役 所 

 
昨年を振り返りますと、国においては、参議院議員選挙での与党過半数割れ

による衆参ねじれ国会の誕生や、鳥取県知事を歴任された片山総務大臣が登用

されるなど国政をめぐる動きは急速に変化しました。 

また、政府は経済状況を鑑み「新成長戦略実現に向けた三段構えの経済対策」

を打ち出し、「円高・デフレ対策のための緊急総合経済対策」に係る補正予算

では、雇用促進や地域活性化などの消費刺激策を柱とした追加経済対策が盛り

込まれました。 

一方、社会経済では、アメリカに端を発した金融危機による世界同時不況か

ら景気が持ち直しつつある中、依然として海外景気の下振れや円高・デフレの

影響による消費の低迷、国内では失業率が高水準にあるなど雇用情勢について

も厳しい状況にあり、総じて経済状況は低調でありました。 

 

このような中、本市におきましても、機械金属業や織物業、また観光関連産

業につきましても、厳しい状況が続いており、本市として、これまでから懸命

に産業・雇用、生活をお支えする施策を進めてまいりましたが、平成２３年度

におきましては、引き続き市民のみなさまの雇用や生活を守るための施策や学

校施設等の耐震化など「安全・安心」を最優先に全力で取り組むとともに、本

市の未来を担う“人を育む”ための施策や、昨年１０月に山陰海岸ジオパーク

が世界ジオパークネットワークへの加盟が認定されたことを一層の契機にし

つつ、地域資源を活かした観光立市のまちづくり、本市の大切な産業資源を核

にして新しい事業やビジネスの開拓のための環境づくり、など活気と活力ある

本市の未来開拓のための取り組みを一層推進してまいります。 

 

このための予算としては、本市の平成２３年度一般会計歳入歳出予算額は、

３１２億７,０００万円、前年度と比べ１９億３,０００万円の増、前年度比６.

６％の増としています。 

予算編成に際しては、前提として、平成２７年度以降の普通交付税及び合併
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特例事業債の縮減又は廃止に備え、完全に合併特例措置が終了となる平成３２

年度を見据えた編成に努めるとともに、安全、安心な暮らしの確保はじめ本市

予算編成の趣旨実現のため、歳出においては、（仮称）大宮北保育所整備事業

９億７,２９７万円、間人中学校体育館耐震改修事業４億６,０５５万円、内水

処理対策事業３億６,１７９万円などの大型事業をはじめ、投資的経費を対前

年度１２億４,６０３万円、前年比６０.９％と大幅に増額計上するなど、予算

全体を通じたスリム化の努力を行いつつ、必要な経費を確保するものでありま

す。 

他方で、歳入としては、景気の低迷等による市税の減収、国の地方財政計画

に基づく臨時財政対策債の大幅な落ち込みに対し、増額された地方交付税（※）

のほか、財政調整基金からの繰入金の大幅な増額などにより歳出財源を確保し、

予算を調製したところです。基金総額は対前年度９，５７１万円増加しており

ますが、このうち７．５億円は合併による特例措置が今後逓減していくことに

備えた「合併特例措置逓減対策準備基金」に積み立てる激変緩和基金であり、

これを除けば基金総額も対前年度で減少し、大変厳しい予算編成となりました。  

今後、繰り入れ増額をした財政調整基金について未確定歳入の代替財源とし

て年度内でできるだけ復元努力を図っていくことをはじめ、効率的な執行に努

め財政運営の安定に努力してまいりたいと思います。なお、市債現在高におき

ましては、平成２３年度末で４２０億３,６１５万円と見込んでおり、平成２

２年度末市債現在高見込みと比較し、６億１,７０９万円の減、１.４％の減少

としています。 

 

※（参考）国の平成２３年度予算における基本方針は、①「成長と雇用」の

実現、デフレ脱却への道筋、②国民の生活を第一に、③確固たる戦略に基づく

予算編成、以上の理念の下、「新成長戦略」を着実に推進すると同時に、「財政

運営戦略」に定めた財政規律の下に、成長と雇用拡大を実現するとされており、

地方財政対策においては、地域主権改革に沿った財源の充実を図るため、地方

交付税総額を対前年度比で０.５兆円、前年度比２.８％増とし、財政運営戦略

に沿って、一般財源総額を平成２２年度の水準を下回らないよう適切に確保し

た上で、臨時財政対策債を大幅に縮減（前年度比１兆５,４７６億円、２０.１％

減）することとされています。 

 

次に、平成２３年度一般会計当初予算の具体的なポイントといたしましては、

特に、以下に掲げる４つの柱を軸に「市民の安全・安心な暮らしの全力確保、

まちの未来開拓と未来を担う人を育む取り組み」を推進することとしておりま

す。 
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第１点目の柱としましては、市民の“安全・安心”な暮らしの全力確保であ

ります。 

市民生活を守る安全・安心なまちづくりとして、京丹後市立学校施設耐震化

計画に基づき、間人中学校体育館・校舎の耐震化や佐濃小学校仮設校舎の設置、

峰山幼稚園の仮園舎整備を実施するとともに、多くの学校施設で耐震化工事実

施設計を行います。また、「くらし」と「しごと」の寄り添い支援センターの

設置、獣害防止里山林の整備、子宮頸がんの個別検診実施、（仮称）大宮北保

育所整備、網野地域の内水処理対策、消費生活相談員の設置、自殺予防対策な

ど、多岐に渡る“安全・安心”のための施策を最優先に全力で実施します。 

 

第２点目は、まちの“未来開拓”と未来を担う“人を育む”取り組みであり

ます。 

（１）まちの未来を担う“人を育む”取り組みでは、ふるさと京丹後を守り

育て、将来のまちの繁栄に欠かすことのできない“人づくり”を地域とともに

積極的に行い、地域再生・活性化に向けた取り組みを通して、互いの力と心を

結集し、支え合い、助け合い、与え合う「協働」と「共助」のまちづくりを推

進します。 

メニューとしては、地域活性化の“人づくり”、健康・福祉活動での“人づ

くり”、農林業担い手の“人づくり”、商工業発展への“人づくり”、教育環境

充実の“人づくり”、市民サービス向上の“人づくり”をキーワードに、地域

サポーターの設置や、福祉人材の育成、新規就農者の育成、職業訓練等育成、

学校支援地域本部の活動、職員研修などを通じて、将来を見据えた人材育成を

行います。 

（２）地域を活かした観光立市のまちづくりでは、山陰海岸ジオパークが世界

ジオパーク・ネットワークへの加盟が認定（平成２２年１０月４日）されたこ

とを一層の契機に、地域住民・民間団体等と協働した保全活動の推進、教育・

学習活動への積極的な活用を図るとともに、多くの観光資源を活用したまちづ

くりを進めます。観光振興の取り組みとしては、広報啓発活動、ジオサイト環

境整備、ジオツアーガイド養成、ジオパーク関連商品の開発補助などを実施す

るとともに、特に外国からの誘客のためのインバウンドの推進などについても

積極的に実施します。 

（３）新しい事業やビジネス等の開拓推進では、本市の産業資源を核とした未

来の産業の活性化を実現していくため、新事業・ビジネスマッチングの推進支

援、企業・工場誘致フェアへの出展、産学連携共同研究等の促進支援、新分野・

ビジネス開拓の推進支援など、商工業を中心とした新たなビジネスチャンス創

造への挑戦のほか、京のこめ産地づくり事業補助金、６次産業支援事業補助金、
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海業振興事業補助金などの新たな取り組みを行います。 

（４）その他 地域の“未来開拓”では、本市の医師を確保し地域医療を守る

ための奨学金等貸付事業、ケーブルテレビによる市政番組制作、府内各地で開

催される「国民文化祭」や２年後に迫った「丹後建国１３００年」に向けた催

し、クラインガルテンの新規運営、特産品ショップ「ホッと丹後」運営による

丹後の魅力発信、将来へ向けた「地域福祉計画」、「障害者計画」及び「障害福

祉計画」の策定など、地域の未来開拓へのさまざまな取り組みを行います。 

 

第３点目は、地域をあげてとりわけ重要なことですが、大切な公共交通の利

用促進を図り存続していくための“ＫＴＲ”の利用促進であります。近年、高

速道路無料化社会実験などにより利用客が減少しているＫＴＲをみんなで支

えながら利用の促進を図るため、「高齢者上限２００円乗車」社会実験、「～Ｋ

ＴＲを存続させるために～みんなで考える住民参加シンポジウム」の実施、Ｋ

ＴＲ利用促進通勤定期券の購入支援、高齢者運転免許証の自主返納支援などの

新規拡充施策を実施し、ＫＴＲの利用促進に繋げます。 

 

第４点目は、合併特例措置の廃止・逓減に向けた持続可能な財政運営と財政

健全化であります。平成２７年度以降の普通交付税等の合併算定替の逓減及び

合併特例事業債の適用廃止に伴う急激な市民サービスの低下を抑制するため、

合併特例措置終了後の財源構造を想定し、厳しい財政状況の中ですが、持続可

能な財政運営のために昨年度創設した「合併特例措置逓減対策準備基金」に継

続して積み立てるとともに、「地域振興基金」「過疎地域振興基金」などへも計

画的に積み立て、市債の発行を極力抑制しながら財政健全化を図ります。 

 

以上、申し述べましたとおり、特に４つの視点を大きな柱とした予算編成を

したものでありまして、『市民の安全・安心な暮らしの全力確保、まちの未来

開拓と未来を担う人を育む予算』とし、さらに、財政状況の厳しさもしっかり

と認識し持続可能な財政運営をも考慮した予算編成としたところでございま

す。 

 

 また、京丹後市には、一般会計の他に１３の特別会計と水道事業、病院事業

という２つの企業会計を設置しています。   

 特別会計の予算総額は、１８７億６００万円で前年度１８４億２,２１０万

円と比べ２億８,３９０万円、１.５％の増額としています。 

また、企業会計の予算総額は、８０億７,９４６万円で前年度７８億８,８８

６万円に比べ１億９,０６０万円、２.４％の増額となっています。 


